
1

決算・業績予想ダイジェスト

2022年度第1四半期決算

2022年度業績予想および配当予想

 売上⾼は、燃料費調整額の増加による影響
 経常利益は、燃料価格の⾼騰や、卸電⼒取引市場の
価格上昇による、電⼒調達コストの増加影響

（ 別 紙 １）

 燃料費調整額の増加など

 燃料価格の⾼騰や、卸電⼒取引市場の価格上昇に
よる、電⼒調達コストの増加など



2業績概要

売上高 5,582億円 （前年同期に⽐べ1,576億円の増）
・・・燃料価格の⾼騰に伴う燃料費調整額の増加など。

経常利益 △286億円 （前年同期に⽐べ471億円の減）
・・・燃料価格の⾼騰や、卸電⼒取引市場の価格上昇による、電⼒調達コストの⼤幅な増加など。

親会社株主に帰属する四半期純利益
△312億円 （前年同期に⽐べ410億円の減）

【連結決算の概要】

※１ [ ]内は、燃料費調整制度のタイムラグ影響除きの値。
※２ 連結キャッシュ利益＝営業利益＋減価償却費＋核燃料減損額＋持分法投資損益（営業利益は、燃料費調整制度のタイムラグ影響を除く）

（単位︓億円）
2021年度1Ｑ

（Ａ）
2022年度1Ｑ

（Ｂ）
増 減

（Ｂ）－（Ａ）
前年同期⽐

（Ｂ）／（Ａ）

売 上 高 4,005 5,582 1,576 139.4 %

経 常 利 益 ※1 185 △ 286 △ 471 ―

[325] [173] [△ 151] [53.4 %]

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益 98 △ 312 △ 410 ―

連 結 キ ャ ッ シ ュ 利 益 ※2 825 676 △ 149 81.9 %



3連結経常利益の前年同期からの変動要因
変動額 △471億円（185億円→△286億円）

（単位︓億円）

2022年度1Ｑ2021年度1Ｑ

185

765 △ 1,442

△ 286

販売（小売）
の収入増

その他

燃料費調整制度のタイムラグ影響を除いた場合の
収⽀変動影響額︓△151億円程度（収⽀悪化）燃料費調整制度のタイムラグ

影響除きの経常利益 325

• 燃料費調整制度のタイムラグ影響 △320
• 卸電⼒取引市場の価格上昇影響 △270
• 燃料費調整制度による上限超過額 △1 外

燃料費調整制度のタイムラグ
影響除きの経常利益 173

△5

燃料・
電⼒調達
の費用増

211

販売（卸売）
の収入増

需給関連収⽀ △466億円

• 燃料費の増 △729
• 市場調達の増 他 △713

• 燃料費調整額の増 725

• 燃料費調整額の増 81

• 2021年2月
福島県沖地震影響 △63

• 2022年3月
福島県沖地震影響 △247



4電⼒販売実績・主要諸元

小売（電灯・電⼒） 154億kWh（前年同期に⽐べ0.4億kWhの減）
・・・競争進展に伴う契約切り替えによる減など。

卸売 30億kWh（前年同期に⽐べ1億kWhの減）
・・・⽕⼒発電所停⽌によるエリア外への卸売の減など。

（単位︓百万ｋＷｈ）

※2 「小売」は、事業⽤電⼒量を含む。
※3 「卸売」は、特定融通等を含む。

※1 東北電⼒個社値であり、送配電事業を除く。

【販売実績】※1 2021年度1Ｑ
（Ａ）

2022年度1Ｑ
（Ｂ）

増 減
（Ｂ）－（Ａ）

前年同期⽐
（Ｂ）／（Ａ）

電 灯 4,598 4,542 △ 56 98.8 %

電 ⼒ 10,824 10,838 14 100.1 %

小 売 ※2 計 15,422 15,380 △ 42 99.7 %

卸 売 ※3 3,153 3,038 △ 115 96.3 %

販 売 計 18,576 18,418 △ 158 99.1 %

【主要諸元】
2021年度1Ｑ

（Ａ）
2022年度1Ｑ

（Ｂ）
増 減

（Ｂ）－（Ａ）
原油ＣＩＦ価格（＄／ｂｂｌ） 66.9 110.8 43.9

為 替 レ ー ト （ 円 ／ ＄ ） 110 130 20

出 ⽔ 率 （ ％ ） 92.8 108.9 16.1

原 ⼦ ⼒ 設 備 利 用 率 （ ％ ） － － －

【電⼒販売実績】



5セグメント情報（連結）
（単位︓億円）

※ 売上⾼の下段は、外部顧客に対する売上⾼。

2021年度1Ｑ（A） 2022年度1Ｑ（B） 増 減（B）－（A）
主な増減要因

売上高※ 経常利益 売上高※ 経常利益 売上高※ 経常利益

発電・販売
3,045

359

4,322

△ 245

1,277

△ 605

・ 燃料費調整額の増加により増収
・ 燃料調達価格の⾼騰、卸電⼒取引
市場の価格上昇による電⼒調達コスト
の⼤幅な増加により減益2,901 3,957 1,056

送配電
1,533

94

2,160

98

627

3

・ 再エネ卸供給の取引量、単価の増や
エリア需要の増加により増収

・ 調整⼒・インバランスの単価増加などに
より経常利益は前年同期とほぼ同⽔準571 1,071 499

建 設
529

△ 26

503

△ 18

△ 26

7

・ 一般向け発変電工事の減少や⽕⼒関
連工事の反動減により減収

・ 材料費や外注費の減少により損失幅は
縮小327 290 △ 37

その他
470

41

511

38

40

△ 3
・ ガス事業における原料費増加などによる
減益

205 263 57

小計 5,578 469 7,498 △ 128 1,919 △ 597

調整額 △ 1,572 △ 283 △ 1,915 △ 158 △ 342 125

連結値 4,005 185 5,582 △ 286 1,576 △ 471



62022年度 業績予想（１）

■連結業績予想 （単位︓億円）

2021年度実績
（A）

2022年度⾒通し
（B）

増 減
（B）－（A）

売 上 高 21,044 27,400 6,356
営 業 利 益 △ 287 △ 1,800 △ 1,513
経 常 利 益 △ 492 △ 2,000 △ 1,508

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 △ 1,083 △ 1,800 △ 716

連 結 キ ャ ッ シ ュ 利 益 2,573 1,300 △ 1,273

原油CIF価格(1$/bbl) 27 程度

為替レート(1円/$) 65 程度

（単位︓億円）■主要諸元 ■収⽀変動影響額
2021年度実績 2022年度⾒通し

販 売 電 ⼒ 量 ※

（ 億 k W h ）

小 売 673 655 程度
卸 売 167 171 程度
合 計 841 826 程度

原 油 C I F 価 格 ( $ / b b l ) 77.2 110程度
為 替 レ ー ト ( 円 / $ ) 112 130程度
原 ⼦ ⼒ 設 備 利 用 率 ( ％ ) － －

※ 東北電⼒個社値であり、送配電事業を除く。

売上高 2兆7,400億円 （前年度実績に⽐べ6,356億円の増）
・・・燃料価格の⾼騰に伴う燃料費調整額の増加など。

経常利益 △2,000億円 （前年度実績に⽐べ1,508億円の減）
・・・燃料価格の⾼騰や、卸電⼒取引市場の価格上昇による、電⼒調達コストの⼤幅な増加など。
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（単位︓億円）

■連結経常利益の変動要因（前年度実績との⽐較）

今回発表予想2021年度実績

変動額 △1,508億円（△492億円→△2,000億円）

△492

3,700

1,200

△6,200

△208

販売(小売)
の収入増

販売（卸売）
の収入増

その他
△2,000

電⼒調達
の費用増

燃料費調整制度のタイムラグ影響を除いた場合の
収⽀変動影響額︓△1,367億円程度（収⽀悪化）

2022年度 業績予想（２）

• 燃料費の増 △5,000
• 市場調達の増 他 △1,200

燃料費調整制度のタイムラグ
影響除きの経常利益 567

燃料費調整制度のタイムラグ影
響除きの経常利益 △800

• 燃料費調整額の増 3,800

• 2021年2月、2022年3月
福島県沖地震影響 △215

• 2022年3月
福島県沖地震影響 △720

• 卸電⼒取引市場の価格上昇影響 △880
• 燃料費調整制度による上限超過額 △490
• 燃料費調整制度のタイムラグ影響 △140 外

需給関連収⽀ △1,300億円

• 燃料費調整額の増 1,000

■2022年度 配当予想

中 間 期 末 年 間
2022年度（予想） 0 0 0

2021年度実績 20 15 35

（単位︓円）
２０２２年度配当予想につきましては、今回公表した業績予想を踏まえ、中間・期末ともに⾒送りとさせていただきました。


